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「行動力」 ～若い世代のエネルギーと可能性～ 

校長 梅木 仁 

 １月は新しい年の始まり、目標を立てたり新しい事に挑戦したりするチャンスです。皆さんはどんな気持

ちで新年を迎えたでしょうか。 

 目標を達成したり物事に挑戦したりするには、まずやってみる、「行動力」が必要です。最近、高校生と

大学生という若い世代の「行動力」に感心したことがあります。 

まずは大学生の「行動力」です。九州工業大学に「すぐ創る課」という学生団体があります。何を創るの

だろう？と思いますよね。九州工業大学は介護ロボットの開発・実証などを目的に、地元の高齢者や介護従

事者などを被験者に研究する拠点「スマートライフケア共創工房」を運営しています。工房の一室には、さ

まざまな材質で造形できる３Dプリンターが十数台あり学生たちが研究に励んでいます。この研究に関わる

学生たちが２０２１年に設立し、現在約２０人で活動しているのが「すぐ創る課」です。ロボットの実用化

には時間がかかるため、「ものづくりで早く被験者にフィードバックできることはないか」と考えたのが設

立のきっかけだったそうです。３Dプリンターを使えば、データを基に数時間で立体を作ることができ、個

別性の高いニーズにも対応できます。その強みを「ペットボトルのキャップを開けやすくする装具」など、

障害のある人たちの日常動作を助けるものづくりに生かすことを目指しています。取り組みとして次のよ

うな例が紹介されています。頸髄を損傷して障害を負い、人工呼吸器をつけて生活し、オンラインでの在宅

のアルバイトや講演活動もしている女性から「顔周りに装具がある圧迫感をなくしたい」という相談があり

ました。「すぐ創る課」のメンバーは自宅を訪ねてデータ収集し、人工呼吸器の管を固定する棒を短く改良

した装具を３Dプリンターで作りました。試しに装着した女性からは「圧迫感がなくなった」と好評で更に

軽量化や、衣服のデザインを邪魔しないよう装具を透明な素材にする要望も受けました。「すぐ創る課」の

課長、大学院生の山崎さんは「障害のある人や高齢の人とのものづくりを通じ、『生活が変わりそう』と期

待や楽しい思いを共有できることに意義がある。将来はニーズのある本人や介助する人が必要な装具をも

っと気軽に作れれば」と話しています。 

 高校生の行動力は、あるダンス動画です。朝の情報番組で「ダンス ONE プロジェクト’22」という企画

を年末に見ました。コロナ禍で活動を制限されている高校ダンス部を応援する趣旨で 2020 年に始まった企

画です。３回目の 2022 年は全国の高校生２９４チーム、東京からも４７チームが参加しています。全国の

高校生がそれぞれの学校で考え、踊ったダンス動画をプロダンサーで振付師の akane さんが６分程に編集。

番組ではその完成版が放送されました。東京都の参加チームの中には小笠原諸島の父島にある小笠原高校

もありました。７人のメンバーが小笠原の海や、山など島のあちこちで踊り、魅力を伝える動画になってい

ます。日本中、北から南まで人数も衣装も様々ですが、全力で踊る高校生の動画はエネルギーにあふれてい

ました。「すぐ創る課」、「ダンス ONE プロジェクト」大学生による介護用具の開発と高校生によるダンスと

いう全く違う分野ですが、その創造力と行動力に、若い世代のエネルギーと可能性を感じました。 

 中学生である皆さんは、それに続く世代です。自分のやりたいこと、人の役に立つこと、仲間と一緒に

考えたことなど、どんなことでもいいと思います。まずはやってみる、そんな行動力を意識してこの一年を

過ごして欲しいと思います。 
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１年家庭科食育授業 
  

１月２５日（水）、１学年の家庭科で講師を招いた食育授業が行われました。講師は地産地消のジェラート作

りを目的に清瀬市で創業したジェラートル代表の藤巻貴宜さんです。ジェラートルは SDGｓにも積極的に取り

組んでおり、その一環でアイスを題材とした出前授業もおこなっています。今回は１０月に給食での濃厚豆乳

ジェラートの提供をきっかけに、講師の依頼をしました。授業では、ジェラートとアイスの違いから始まり、市

販のアイスの売り上げランキング、アイスの種類について、アイスの賞味期限、アイスをたくさん食べても太

らない？といったお話をされました。家庭科の授業で学習し

た栄養成分表示を中心に生徒が大好きなアイスの世界を楽し

みました。実際の大きさのアイスも模型や市販のアイスのサ

ンプルなどたくさんの資料を活用してみんな興味をもって学

ぶことができました。クラスごとに授業を行いましたがどの

クラスも積極的に授業に参加していました。清瀬市内のコン

ビニなどでジェラートルのアイスが販売されています。興味

を持たれた方はぜひ探してみてください。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の主な予定（変更になる場合があります） 

２月 ２日(木) 都立高校推薦発表 

 ６日(月) 学納金最終引き落とし 

 ８日(水) 市教研 ⑤カット（給食後下校） 

   ９日(木) 避難訓練 学校運営連絡協議会 学校給食運営委員会 

１１日(土) 建国記念の日 

１３日(月) 全校朝礼 ①カット 

２１日(火) 都立高校一次、前期検査  新入生説明会（⑤授業見学、⑥説明会） 

２３日(木) 天皇誕生日 

２４日(金) 学年末考査 1日目 数・英・美  （給食無し） 

２７日(月) 学年末考査 2日目 理・国・技家 （給食無し） 

２８日(火) 学年末考査 3日目 社・音・保体  専門委員会・中央委員会（給食有） 

ダウンジャケットの着用について 

  多数の保護者の方から問い合わせがあり、このところの気候、気温等を考え、生活指導部を

中心に協議した結果、三中ではダウンジャケットの着用を認めることとしました。１月３０日

（月）から着用を許可します。急ぎの対応のため細かいルールなどはこれから調整していきま

すが、今冬は以下のことに注意して着用してください。 

 

・色は、黒もしくは紺系統の無地とする。 

・登下校時のみの着用とする。 

・登校後は、ロッカーか自分のカバンの中に保管できる大きさとする。したがって、ロングコ

ートタイプは不可とする。 

・今家庭にあるもので対応いただき、新たに購入する必要はありません。 

・着用期間は３月までとします。 

・今後の着用の様子を見て、次年度以降のルールを検討していきます。 

 

急な対応となりますが、ご理解、ご協力をお願いします。 


